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1 同右うンス守ム 1eLらえ三ので，やかえをつまわ、でいるか主しれTdJ Ic をの疋リ:E写l弁九日こ

んでJj.'dζ ， Chomsky I-ì<...交のとt~、?にみのモ守)\.-乙在仏に • ëY/~\\Q トiarti!'et 釈の 2 主:合肝
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¥¥つ之 L!l \~，定耐V思乏 7示欠但して\ ¥ ~ 0> (Parsons [1937=1976: 142]) したT)....，て， <<['17.. 

f手ユ r":l@α亘正尽布決Jd:.， 散 むこT市 11主事的己主主の上でロ決して成、忙で川功、ラた。">>(Parsons 

[1937=1976:154]) 1ずら|宏、らの民支t有す~誌個ノ丈tx.名人のIJI主主 ili=f '9~?ち耳:j:C':S，五人の万

人lご片す~g:]寺北色l"d， ~三j:， Eぐitf;''(. ¥ ¥ ')たふう忘1のでは芯くでa..コヒブ7オス冷の七の/.>(

Parsons[1937=1976:ユ53]) に|ユか尽ら7a・¥¥tチ， かといち之 =の問客1の Hobbes自民によ三作i実 4

す1ユヰコち色色見今りのγ1守γモ旦?三 i自足すペいヨ1，;.のではた¥¥、 L Parsons Id:包了19'・''50 J:) ~ t，く情

!志.tL 1; c誌品の〈理F巳的8.'Rt'丘>>z.'あった L名人め〉官怯1丸事主問主主T二五)d..全社持の ttJ曳E~

-花に昌弘しZしまうの1&.令ミすミ?であり.泊三的Iミ弘良であるてゆとて七もえf:J¥Lと毛えたの?

'6)3うa

二のJ:う TJ:.r iF.γフスfr資事ごF守的問忠」の1君子手をう l寸Z， つミぎに Parsons1手， ~の角高'慣を lti f;¥っ?三。

芝川lrJ... fJ'包&..f4.長m\~ (Parsons[1951】)、伝 らむ:に F有糸のー限定詰モめさ・して 占 (Parsons& 

Shils eas.[1951])にお¥\て • d-f. ることすずで、 ミr~Ø 二こで Parsonsの与 Zで(¥~'tのひ，本当に

r句史」に T手って¥¥るかどっか I'J，まlユO'(，h'¥\に民わしい.官か乙t かく，そののパ~~ここ 3 モJid

う。

Parsons の話拾を 一口で、~.今哲三工， をUU'd.， 租百有耳!;9' ~ 2毛J?1IGi:にあ;1¥てま豆九が工夫主35二

との「持ltilニJ 2:‘ある， ~こむ之否?で、 3つ。 Parso r: s "E九人た.こZこ7スお 1¥えのためヒ 肉主をか!¥つa
人での八帆てあ、く。

ます鳴]d.，メ閣のh為乏訳1L"9る拝組;)/.'c.. L ('. r.代1:'，のをWIl干平 (actユonfra巴e~f referenceL 

を開註するへ二爪によIltld:¥すパ・てt¥)弘どは .有取る (actor)と31:1え (situ呈tion)モこ乏不司突の契

私としで I\~o 竹為予言 Id.-.試友モ桔令1 して竹 t'oを TJ. すのであるが， そうした-;]fの竹為!ユ，長£当きに

l判定0>&司<1主的 (need-diEp土sitions)によ勺で肘均づ|づらII¥.才い &c ¥ ¥フ Iぎつ ，;jt況J喜 ご!a.二了忍

たも向の~'t..P'、'S Td、&t>"， を\.1\らのちがに J"d-.当 fl;~ イマの朽t，.<， .?H 色~. l/\マ 11Z.

ド Parsons[1937: 44=1976:78] 州出ょして \I~討さ|手，有知むよ(イ〉千明言. (2')目

i科 .(~)正文. (-G't豆長持1$白.(7) 4 つ F 色むとさ I~\..て( ¥ ~e 二の肉 . \.4)/認~~\であ ~o ~主 Yこ し

! て，朽Þ.~I忌?のよう日向R的言巴を色もであ三つ j:f'， 令祈よ4単位Lで3T， ~ n ~OJ Wi...0:に，をれ

を色めてあ・く'L. γ ït'Yフス的TJ..与の問題 ...l~結こ〉とするに干名、 l Zl~. 1~Jだま恥之泊五免民 TX‘

:あちう。

Parsonsは行為;んをK.定品的に. ~!弘わら，二口、次1灯守系yを;安定してしまうと\ ¥クβ、うに 荘除、し

よう乙 1みちえr;.. 7示、?と。門私'Ã I芯，~況のつま~'~ q吋f訟に問して， !J.flt引の14f~毛烹xでで~.二川1

ら穿n毛Id.nあちの<<支出缶百こ， .3W¥二U¥~、引守為芝TR.fI乏乏 Yこ'3かに TÎ乙じt て (contingent to)をま

z主定/発!JtωEEi孝之に闘してめヨt.私企プt.さI-!¥.;) 1きミう.モ 1¥つ (Parsons[1951:5]).

さて，つ三?に Parsons 1志，租百行為め歴程に注目'9;). "iの品℃単訴え伝Jゑ合のそ乙干)¥， '(.11'， 2邑

て干jレ (dyadicmode1)さあ3が; 二U'iI.L 2名め守可保，~'þ" - 耳目 Qï-代'! c. n.ir古10) 肯~-~二 L て見tr. lた

1ゑ色に窓口、1立ち忘 1¥・問主をに巴汗、す三取ら!な，次宮司〈国土?のよう Zム3.0

二二豆、 ParsoDS'V，'‘主要Lしたいの16-， この2.:Sモ寸Jレにお 1¥て横型的に震わゴれているdう主主、祖

互有為の体忍び:をの;4:'1生ょ 守主人と台117(¥. ~\良時保全〈ど由令っこてでてあ 3。このこて l :l 型只

需の事又金， TJ.r; u・に‘ 白骨モ討し:fTia:YにL邑ヨ之'9る?守Jちをきにあ、れて軒下奇7X't.いのよう巳f江置を占めるか E~

'-、、 ego

aコ斤Ei
A. 

a1ter 

可-i恥 b

一、
" 

ぐ巴土〉

2:6のヂ1名言 A，B Id.相 お)a，b 'Ë16:ヲので(Vj~がを 41. 1ユ各自め名之常l豆町に問ちして応t\ヱ

まし 1\ j\'色史 ~t たらすJ::'?に霊 l二L・~\~ c'しか三に ，ごめ2つの何許ヅd 互(\1二存豆、P\í;:;-~ë<Id.k主ぐ， 石互

につta.7P.'.>1:-e ~で\\~。ごめよう TÕl.保，全 一 九め Aの祈為G，BlP.でウいう〉門治'v'f=T;，. '97'月三 3:;'7)'

ど1，う万f3.~弓によってて、左右コ耳、三~ B モ'J.花岡じc A rユ.竹名沼~Iこ隠し . 自らの'fï 恥7子主主宅t町た

照らしてそのよっねり南告をtiミらすか E予め豆芝!す1=.め仁， ER気1汁三角百三 。 ごのご'(1こJ)'1 ¥ '(， A 

l手ji目的不慌を["j主(contir.gency)~ ~己すめ 11'(予あ三。=の舟O: E ， B '1.二閉じであ三。 AL B iこか:

彼らの]Ji告にd->¥ ¥で g¥\Çろ有給。モ組長9~ ヒ亨札l: を こに 、 2~ の不屈宅'13.. tdoubユecontin-

gency) -p:.'成、立しτぃ玉。

こごひらめ Parsons の誌持|手，丈支館リブら 1¥0ひてつの]素因lci，彼がL何告の耐えから舟ちE

íi \:l~ してゆく持直的I~J年(~~~~)ど，紅時三吟亭賓の一報化工;& ， 区ヌ11 l To.¥ ~くでき Q i¥ ')で京間 Lて

いるためであ言。二臥Id回:.)1，:のたりL ーた苦八・ て~~/t..'lの問(h ~L 員三宮えす 3 二 Yこにして . みをのえE

畠百ゴう〉。

自::p;・伐とう行為す八"さがとれつ官l筒 E 張百1頭句 (role-expect旦tユon)ヱこいい.セオメ1ヌモつ杓λ

するであ三うかと¥¥う穿才色乏，寸〉勺と;/3乙 (s3nction)之¥¥つ。この之さ く回生で>t:Jt6ふつに.

《自主1・にてつ? dミ官/1)玄R高であ ~t の 1;1.1'てポ巴 Z 、で サ ンクミ/ヨン ê' -;f.) ~，すt汁|二Y って1:同れで.. 

2あ三~ (Parsons[1951:40])モこいう間伝jか!?;立す五二'LI二7与三か ，=H¥.c=.:J;i，Mミの担問世 (co::::r1e-

!llentar土tyof'exrectations)という。 二U¥Id-.. げームのffi!~~の -~rぇ令長広7完全ェ之、をつく μ でð7.，~か，

二¥.!U三11でl志. ~~可 h言の竹ムカ\']句信市主をモち. '2二でさをï:.g~ . て16とでたらうこ忌 1\二て思R~Sか

であろっ。 Parsons Iユここで程静的7ち与制を1有ち号、しいちいちの八、.之 1¥;;'T・;埠-FlII1行772の巳

;丈の土克であ3一一《租互何為1"4系7主守定ささ Zための塁本条í~ 1o-.ヰう有コれた巴J@T色白立与のf可否J

't.:め回t司令。をの竹tfvÈi:..ちの~i1!色にあとγっくていう -=LG のであ~. ~ (Parsons1195ユ:38:1974:

叫]) こ¥.1'¥I'd.. モ Ltあ3苛2'fi乙 (TeJ.¥¥し往&τ王将)17、，すでにひYこU''(Iこ見]られで l'Z， }ちょ工人工u
とが'Z VI\.I亡すえっ才あ・ ~ . しか E を恥からの左目見l二十づりスヨ 1与量jf誌 P~7il ら u\. 之 \ \~L 三，'2のt~こで

租亘竹島句系 lユ主主~~， 't.:.11う主民に去し¥¥ *0 Parsons 白壁~'fI: こ 41..き、 γ ;t'Yフス砂R~干め問

題 J 'E間決す~尚弘である 、 ~fもじたかとうか Id. ~ t.かく‘ ごれ1-;)"，首1点足取で'G<て.作1であろう

か梓。

本音包'ff¥':7x'令官コ叫しそこからめ主主限!こ大三志望11幸町、v:.河¥!:Sれ孟こr1;，)， T三しずに租'h竹恥包一%

11-右主'9~r三占有0)，寸づ'" $f;fi吋で l芯あ3。わl礼的i¥厄 =の陪芝 r坦写苛1司jLdA，.r，‘('ft.:.1乞kr

1982:3fJ). 

r"'" Luhmann ~ Parsonsのa，.，おさらT;;I..l¥村角には写モ現¥¥1'三とみえて 円五Tヰさき占にお 1¥

|ても， 7三とえば ~)\O_γ 〉乏に同守日~7ネ問題 ('L..t!Jの投符T 一一~ (Luhmann[1972=1977:23]) 

I 1甚之‘・ 之夜間をのパ・てい ~þ

えてみれよ~'，当鮮の阿品であ3.， ~乙 Parsons 応急う。
5 6 



Parsonsのこうした品格た戸守しては.旨抑トれのt∞芝生め 多くの批判灰寄1:!:.C;爪てきた。 Par-

sons の缶、両11¥全7互にと‘こかを'亡ち7芯く.空3笠と下賓待の心て・雪のあるこ '(.1ユ、再熊持者ちみc約五Yここ

ろであった。 工<)60寄付にわか〈固さ在し9"すめられた勺げーソ〉夫周治1の再庖時」毛，二のよう日努

打のひとつで、あ吾之邑之否牢。

!平われ杉しれの商i主ー《古ミ麟批判iからちえはL ‘lまらはらQii"Z:;-e E tった7哨 芭の行為からは

!る包金色王手長ーという当初め民主に， をε'tE. fÈ''\さっか・あるこ cJ二 1忌5 。わけLわ ~fしは. i正誤11.pt-ta

!としての「脅柁零fヰ(functionalre口uisite)jに，方法誌ょの塾点王みとめたか¥竹弟7蓄の

i rEて長-'tまた. これと后I楳σ危う¥¥ f夜長℃左;z";i / '1、 迂 t のモこい之J;う。詳しくは. ~爪fて E

工98与 ]Td-.C・ ~75-ft'号、されたい Luhmannのまま主免除.(T-く之乞この蒋の批判にたえられるように、

.担まれている。

Luhm呈nn J'J.... riJ:: \Y つz‘ス的許薄の問題-， 1て閉す~ p呈rsons の青写突き、不ャ令:1 mま~ちのとみ

なした。 LuhJ:lannI二よULlJ:'. ((化琶の行計7J三，民主主の事実として=f閉するこむまでさすをめ空挺

Tヱlこあ)\\てす fユわちセ亘の巴 3 't 3 の苛育t l l生からのさ7ミとして . 予写lで主 E け1I\.1立主主ら~'3".した

tf;. ~て ~fて宣の予m;I ~ é 予w\ε~1ユパ Jrt.ld: tt らない~ (Luh::1呈nnl1972=1977:39])の l二‘ Parsons

のE芸品!こ広三の種のE疋息/71"がとめられはいの(!，あ~ 。 慢1;;]: . こう話品つ"け :;> :

<<)¥0.ーツ〉之がの予習Rσ〉祖画、世のT包括Ild..芝冊、なから， 二の主雲1.::l:i7J¥.ID.~あ三D にモt)z fむこうやむ

ヤヒしこしまヲて示‘リ .z ltì.~tJ之 ， き!1fc.刀 Z笠拾の十干う尽茎~づ‘ 1'1' L 1ちりう;:.)1;のでは1三1¥.，そ

の原因Id-.1守為ちを包人乙方;乙 3 ， 定，.&ð~にはl5J1包乞主的民はvヲヌ的た〉主主乙 z にあ:S J

うl二旦わIt¥.~， ごめ白人I"J.. 自でc汀11さのi否定E&スfにす dCの℃ゴi1L. したtJ.'って守ト的意た

}志向尚G-淘除、口問犯す~ t;の芝工れるのきある。を時1ゆZ; l マー γ ン之、 ~. :阻E的 TJ.矧l哉、iHηに

とj:.~ 百E油史的ê-予閉め考古のðt- Eとらえたにヨ~'守二主百史的主主千宿高差あ‘よ ë::.: 、 モの 中に酷捷

さ2れる ーーセノえの予問主主予加す5ーーーさEfま自授の団主主とらえて J;J:1 ¥ 7互いのであ~'"した7ザ

~ <.徒に芝、て 1::1..予加の祖互拍芝世 l-瑚%の百司1主:羽町言i主〉口二L 百こり eg玉、コ吾、

行i'llの周知性ピ 1¥うことに7三、さしまう。うして.干聞の予1&i-P;はすれるた建応更ヨごゴit¥

?のた夙に . '2.ニにヨ三す ' 3 't毛誌の対立の ì~今ミャ宅事よ1x 貝すご『されてしミう. ミゴ 1-=この7寸土1(;ろ

荷主?毛主ヒ問豆し芝こを予!Ve7X関白H:るつ二とI二TJ三のに。>>(Luhmann[1972=1977:句])

=うしていhmannIエ Parsons のEヂ)レから ‘実包的民勿1用の棋会!ETh:.ミさつ. 予期の平明くさ

らにI'J-. 平~iìの予明の予羽一、〉のヰ良主!Ei寸付加え~と二ろに初日之穫の誌両~出君主さ"I! ~ø 

Luh!:1a.nn 1三よ札rt'.~..z聞は主昧自に高時された色県l之主きていきのであ V. 人聞にとってのを

の註主I"J:.，入閣の1:理冷暗によって一五古今l之間見寸れ五ので l志な1¥.>><<ぜ界IJ.，人聞に体職と行為

のさわめて~殺の可能怯を禾ち》めに対して， N皇の《竹たりす五負Eη 尽きわめて隈られて I\~ c> ~ ( 

Luhmann[1972;1ヲ77:37]) をの在的，人間l芯つ恥に夜組凶こ宣亙し.不在定住乏徒験tずるをえ

T却し同程't':!:(Komplexi t!i t) とほ， ~現実 fじ.. n代う 5以上の町討t1:r.1i"つねにち正す玉》二-r..でFER

主性 (Kontingenz) と lユー《たに菜 ~ '1遂系の可向E‘!主としと南ThされたことT7i'予閉されたの ~rJ.. 雪l\，l~0こ

主主主しうき》ごど (Luhmann[1972=1977:38JJ、 Eをレf¥.'2.， i¥'しいみす言。

Luhoann 1主主主'¥1にしていzのl去百嬰的芯ちいヌさは八聞の 6自由、 Zある，をIf¥.H:;>之「ミメL聞広~.

夜空主't孟を~)とにしてきξ択さと~.刷ミヰし不正室定きあ 9 H:-.t:・Gち平田吉三也時す:;のC:'e広三.

人閣の「往来J r手，堤也壮ど不m.~性1主描注古今1=~宝足立If\ c ちのちあき。 r1;!'界」の立まずまな草

昧あ3そのめ尽かさ， 1モの人周の主宰牲に注目す五隔で;17 • Luhmann I芯 Parsons と駅乏ーにす3。

7 

i 

8 

《これ (=11也の人閣∞f喜色:弓|芹¥15';主')1二よヲてIJ...(:.'めて，玉、ょを完全な定味で・の国主性 Yこ下世主Ij宝

とか形Eをさ 1¥¥否二とに広三。 )> ひとつの入閣の'm'!をの7きまOC!Iこ(f，'いては.甑~\û~:m定世1:x・あ玉にす

き・7J.1¥ tにそ之汎16.1¥ ~玄T\ 〈ζ主主弘約a í!界!こ~I)~ こ主めネ碍吉~I主八王こ事められ~ ~ (Luhmann[19 

72=1977:38rJ) 0 Luhr阻 nnは r2室主の字程聞き三」な却捻に Parsons 1J;.与之E以上の怠障の

ひろ 7子ぐっ芝与えたか\ 二trll孔八閣の集合福についての Luhmann によ ~1芭従であ玉.ど老之 さd: 1 ¥ 

であろう。

このようないみでの r2主の下詑主往」に対句して.京工生干支P字1J;''&-'fi..的にtl'，更す三;時F干さ乏買す3

ため Luh:r町ln ま「予朗」τ段.ðに，新1三1:4..fu.萱と 1\ つをうの望みを与え~.~二主の不ñtr主'1~三に対

して I~ . これに=堂前ち不確定性: 51 同志主〉之 1~~l\ t豆の !手3かに柁珪で、 l示三かに多くの首Iir.号、の

よに巨とら札た予四百i主.す 7ユわち. 平司め予知(三r¥'lartungvon ，'!;rVlartungen) かいメ雲z (Jろ~ >> 

(Luh!llann [1972 ~ 工9 77:3 9]) 、三 1 Iうのだ，

L山古lann に示、 け玉予専問主主めたミ1;;'. 一方でlユ 同¥H主予四刀、ら，予切の予明，子町の=子容1め予

空気， ーーー， ，乙{¥う . 予閉め定負ずの主立に!古1けられ色。《訂立の桑生7芝町.{f)J. V'館さのレパ、Jレ1;.ほ

とんとの場合予言J:¥"E:予唱す三二乙|て長めら札三。'$' 芝し乏.~日常的1与実回生活の予矧呂主7;1ム

ー取にとラ百二〈主主主、主に号入リ組んだ芭E町、》左B-，之、《更J亙しげJit¥Jd-f¥f手と'?;くの7雪'-e.'ff;..して穐み主

tr.弓ている'"/? (Luhmann [工972=工977:斗Of]) でうース <:1手，予瑚モタn定的にとらえ二五ことに白け

られた。ここから. Luh:?1annの逗理出l亡ζ 、て ε、とそ主要であ丸良知的予審1/1:引助主予主同 の区匁1

1X ~(S てく玉。

事実/現長の芭専を的a21守?玄に.Luhmann 尽夜討すミ。現~C伝1\ し単為〉広たして〉、l三《抗事実

的Td:.'1皆吉't'f;ヲて1¥ ;;，にモかかわらす・ーーー事実的きあ三。~~現長島芯~'tのの遣問7な片的均|正亭

ヲミ的Ïd:. ~e のさ広 7三くて.認出的f:!.;;，t.の~再三。 ~(Luhmann[1972=1977:5ofJ) 積除、 予!JF\E.. 

上主の 2つに下世区分すZの1:;.ごうした四点にちとブ・<。

記定酌予空g(kognitive Erwartung) ~I玄.予事fこ反しE兎長v; あらわ恥た7忠告さに'2I.HI::主"むす

るは7まわら，予閣の肉ちをあらため 3) 予却さあ三。引は加し之~ヲキriß. (norr.!ative Er-

\'/artung) とは.予頚に反した堤事~'^'あらわ Hし1三決舎に e. 予四を固持して ~íじ工てと芯いような予思

であ三a 予出にはさ三首r;.っきTうめきあるが; この Zつの予期の巴完illel.違苛町I豆についてといのよう主主

主主オをと玉と予差してい ~j)'、，芝めぐ三区..ðI\であ玉。二の区ヌ1\ J(f.. ~当事の同意かござ竜之 1\ 3 :;沙か，

をしn. とモ~主主演かち掌Id.."芯 1 ¥ c:: ¥ ~う 7交差》め 'C yー にあ 3か， と色{¥かえてtょ1¥" I也浬阜の「掌習ム

聴忌との問主主つIj~ごとで" Luhmann I志、自令の喪詩の /)'i五時的存強化3三)，トゲヲて(¥ ~ ( Luhmann 

[工972=工977:50])。

~I;ft的予期 Id-.固定的7ð.平明ちあ三。行為琶の行為!武二うした予閉のモ~ e'Id:，守主しT=:i去のYこ

7J..'3にちが¥¥fd:.¥¥"曳醍，南東1/¥'時江してい 3尽ら 1;;:'，二の理の予互角1主流再す弓で:ぁ3う. Luh;:!主nn

l志寸らにすすめてたのように主う>: ~坦~~ I"J. . m事'霊的に守主イヒミれた竹村予加であ a~ (Luh-

mann[工972=1977:50])半。

円二の主計の1Iてすよ?に Luhmannのアつあ口一干によれほt理長の有需lユ.予串くの主宝 )x

何杓 仁何の‘友捻室). "(.Lして桔捷献泣幻芯吋主ロ3に二コζに日尽3わう九. しげかしロ::1.1'¥1帆れ刊川l広手 堤柿祢 予丙額 仁切F内枕〉

;q代守今針鮪「打1(の宅屯ど芭〉 によ、で生E吟努立W恥1 ミ三~， (:乙乙lいI つ二Z乙二と't. 1~ミ正宝引!川\，きき?予、 3ある五。 L山:nann 1不自ちの謀格~.

子唱によ三宮畏の主吟E謡Tq"acのYこして直琶した1¥ d:.う〉言、あるがL をの詮国か晴元しZ\\~
i かむつかI"&..官民的c丈うに，子五主零な持点で、あ玉。



同った包含エき占の犬半lスコのように民宿を:豆、ても宣してゆく涯につ 1¥ての志賀によ句之色めら肌

て1¥否。伝情的ギ・-"1のちり l;r'められたをの慌時ほ，雪寄託13;'州市・二こさ・ほ -trr茎疋せぬ二 Eこ℃し

よう。 l手じめの「予耳問主婦」か;・匠確さを玉なら Luhmar'!nのl玄理路白抜)~\ICJ: c九‘さえら札Tこ亡℃になã

わりなく i旦え~であちう u、ら oそのfをの法主允の毘盛有三，lま?であリ，

モ主W\P';を聾乏Yこ会三矢す 3 二 ~EI\

2.~の霊Rl~乙

コ1¥，'E e Id， ¥p芭f尺

(1守fn)予期lユ，各行恥主主1l¥'まちまちに1'Tr事うモのであちうっか、ら，

コ予朝司互の空色't主芝，主主乙てみとtlすれ瓜・'T忌~まれ。 Luhmann I志、二こで，

(Se1ektivit且t)の税金三在京す玉。二肌1:J.， 白常め乞注~涯にあ'1 \てI~，史のぶつヒあらわ1ft ~ : 

~主主かか-15 くのさ~IR.司従性の ~b、から 一つを運んでfZ;.乏し . をの金三:互の~庁手 l去、

主れ1三εのYこLて1;エ-m.わす，予言Eごして， す伝わち自らのさ1疋の討IF~として阻う方>.. {: zこさ l三，

うためにι

のI号令とくらべ‘てとr:t

Luh::1ann 尽と、のょっ尽全国の号乙

Parson6 

牢

このように Luhmannの法理協にお いてlえ 「予司J の限皇77¥'，

践に広ら '-;;:'1\Ið-と圧~\的に主喜ró-， t:pll.::‘母国主主芝色めて 1¥三.

言

ちに与された芝択の結宅にさらに引の霞尽か・直結される>>(Luhoann[工972=1977:斗8])。之主の2町三

世の幸壬知とし之.百五'd:芭誌をあ「ずといzヘ
ドネ 25詰の望か1三当三足立!手，た Lかに. <<百fllモ1三走『えの 「コード J 12.;あち払じめさ灰してみ、く二

!とによヲご 干の~~のちいっ'ï Eすばやく. ょと"Jj.尽く，有主呪Jこさ択す五二百こ E珂現に 9~ に， fをの法理主偽を このように磁時したのきあ玉うか、?

Luhmann かど予思w<々に託したちφ |言、追'現史の分析簡であ ~o 1度以色う 、〈これまで寓末立川L

てきた涼註念きのなかにI丈涯の夜斡までi主l.r::. 1;のlま一つt7手 1¥0 ----'Z，¥札口よ肌l立:当糸口

決可能1三. しかしを \Iì.以上令苛~司綻払包主助也賓の診の℃し亡，す忌わち?玄生活のm.~r-~支」と

して有IT定 :t/fi.ている。>>{: 1;:ヲと、滞くっき主む7三めには， さ会為という守主主モますい bヲで 111巧しIユ'1礼
は巳ら ~l\o~ しかし，二1-lí. 1三， %: i，'0 I芝草的」は聞いとしさt::t活ずl寸ーー片づ・lす〉とは己らTe-い。

《 いわi正賞~に担掌白ちあ~<こ岡田に言hti主主亨白夜間実主主þ~引弓Eす~~~ ~をの組工芸めるかに、法に

よ勺てみたされ ~Á'P.自の味?手雲三官の滞情n-..更土色さ才u~rミ守、で、あり 回院にを二 l亡1-;1， ~玄を!f<:E\oす 3

腎η的!立国主o:;".r:uピ担認の基礎かi¥荒められるのである。k' Luhr.nnn I芯，この領践で吉良をこ1::¥-1'¥ai込町

ぞ:n乏のメ力=たムモ ， ~γ~毛布的」正 η=支ム>> "1乙よ人で \\~ (Luh:lann[1972=1ワ77:33-35])。

骨茎

>> (Luhmann [l972=1977: 同])という虫干白亡よゥ之宮Eえられてい~>二m. l"J. A. Martine t の

いう「之君主令官わ」に弔当しよう。 しかし. ごのエゑ全のg恨の 2 主性/J" ， ち詰のf手系の尽力、 ~p蛋

包的ヒ但rl-J.よ'þ\' ヲてい五のきあ?で，決して(z.さ01:是涯のお力、さ百同1乏しづっ~Íi与す 3 ニとの

うヲヒ1-;;';写¥¥ >しか引二 Luh:nann Iま.この;jgさ芝あえて混同してい五ように毘わ仇否。 r2

Ì'の塁R1~J 担金は.ち昆157トら σ) 7f B~え EえたとのU、乞しれない17<.二 をうさあき之宮\1\.1三二二

\l L 乏"-2.での不~1:t.性」と信乙ぐつけて、 T土念1モ序 E理解 Lょう L9~ こ℃にIX ， 問題t7'あゑ。

Luh::l'l nn の担~によtllld:'，われわ\1 Lの包会、は このような2重の宝来月三によヲてみたされで 1\3~ 

モL九に史全勺た

Luhm星nnf1.ぺ事l

Luhmann/d・(たι

2宅 η宝干支ti.のEζで|品 当官TTの豆f定以内与の苓主として旦主ざれてt¥るのだから-

t左芝'j之rJ.;' 干たらミヰ1 之いる，乙宅えるこ乙 t入、 C;:~ょう。 このよう怠慢貧乏に注目して，

念の):f主主主f宣言干す三。 7なめち， .!三五三ζI~. <(ニヨZのさR往左可Aにす玉 ことによ、てA:.FR'I:t~畠

グ);， 二 Eこ ~ (Luhr.lann[1972=工977:与8])である。 円己・3雪空主的」ー~¥

主¥¥ 
\ 寸\ー---，ト j 問~\

く国之〉

C¥コ

1穴Jレーj¥J

〈
茎
」
詰

γ
lム
〉
μ
治

長1't立札た?玄・環児

三基礎づiid:うとす

二モ，

沼理与さ烹閉しE.

法的1νー Ivの 2主干高

室乙，あたかt三平代

玉、 この 「同~rn岳会」

メ'17ニヌム一一ーニ¥A'¥..

Hartホーをの

さて， 1:孟お三つ旧に主資の lモ庭にさらされているかで，宣背に対しで!ユ 認出的手明モ'1ll1ミftす~，

買荒尚子相E羽1Iミイヒすろ， の 2是りのやf培7氏ムリう~。託生1手，二の号、、時~:îr1U安いわけ 3Þ\二二の

2 童手当 Rさによ「て '"ζ 1'; 3 1:;三 σ? 提空豆右Fとの心え雪1主と予閣の~'!i..1 1主との割に号干名Z:/よか~二 Yこ lス- でき

~、《あ ζ ゆる T~I之:1K;jt笥C乃危rkE認可さ札 をの更時J;;l:~あら7J、じめつくられた守1主寸、/::ょ玉阻害処定

へとさか才¥~ 0 ::シ (Luhmann[1972=1977:51]) このよう己唱芝の一割をらめ 3めか.預託一一号II(ミ

(t:立({\.た竹村手1ìJ同一一- z:;あ~=とに尽三材。

ト4 ひと-c.-"との理矢的予明か ら.

L品取さあ5か， するちのさはない史、三うか? ちち Eん Luh:n3. nn の涯の平頭理誌と也rt の湿のく~&~ザーム〉

I豆誌とのあいだ、に尽ー 1~i.!1のように理之 TJごた，¥ぞき降伏・あ玉。芝川こちかかわらす二目安苛民1三法・建立

買の主直にを札芝生院とす;;q目安E的民メi7ごヌミム互理主しようと lドフ理詰T萱iTそを之三魚でにわ防司、ん

工，uhmann の誌詰1乏Hart のを汎~対寄与す~t の~みな :J. T怠 1 ¥)1-)1寸lこi手¥¥1ト主主¥¥ o 

Luhmann の措恵し 7三令祈簡の‘づ可析的な亀国~Iユ， i五，電:nE 長誌のちf7-.c前pミず〆'¥"さもの之

して宇~1出更し之し立うかわ D に. をは1よリ微細主主詰 2 の葉台王.-'Ç>~れらをおく~~つらロ1乙て之ヘモこの程9'â.

Luhm引 lnの;去理3会1め豆丈7三

工Lu山h~抽‘

>> に 3玉=、 1 \ て 1は手.~認知的平互角と坦長陶予明とか字日同~~さ3享r.~， とした 力、 た1;で混在して い 5北泡~ (

むのように屯昆p;・ 乞Pl- しう ~t;:i、 lミ，

わHLijiLt¥.. I志あとで、 ごめ点につき訴しく t~c' ~ <:予あちう。

Lunm引 ln[1972=1977 :51J) 力ごみとめらし1 ì. ~Jますぞあ~ 0 <<涯l手，全体往生ヤスマムの7三界三者頂点

王て芝定める一つめ桔ミ.>>(Luhm呈nn[1972=1977:151]) ~おきが， J槙大す á \t'z色芭 lこ対1Î\!) 3~ 主化を

と，'(:;;であ:s) 0 Luhmann I志，程1I.主ヨむにについての役技と しZ， ~小全f4-h~~(ヌ子ム臥

下主走、f主寸手m丈す玉 lてつれて，合t守的主主令ふえキム七5たから採決的 1:;:，長足主点在こをdL入と馬僻1 lY\ ~

》、<<(z)ーーーこσ主主震は， ~互の相究さは前五1ゐ、法に均汽弓羽互令為V之寺ょくす7iわち芋保全〉ホ
令主.j)(¥，を4忌二乏により産主ざ肌ミ〉今、《包)法三のちの l文、全イ左往全のレベ Jレに広、 1¥乙長知R)l

Yl1no長主ゐキ由主ふι'3;1¥か注工、二之|てよ乃さ自立イヒ>>51&(Luhmann[1972=1977: 156 J)、の三つモ

あげてい三。こうした盆化仇昆!s.¥ ¥目指とし之，慣1ろ具体的に， r烹初的伝送/島文イヒの吃 /事~Zt.i玄，

Td. 

二Zこ，に尽かならな l¥p このつ両日色スrJ-;'r原知忌当」メ 1T==完ム"0あリ巴亨穿1Jd:.. '2二}二ちジId.‘めらχL

ている， i又・規Rの更佐官97引五f?):、事えである。 Luht!1ann1本，単1与5予明ほかっちはh <，亨加の予頭

予到の予申の予四，一--"1こlいた，反射によって主畳された予閉め取色系}Ilちあ五とか，積立Eず~ r 

反射.ltJ.と¥一連の帯造、E令析的用主主℃して事衝して 1¥ ;;; 0 うしだそ草簡の闇~\二tにおい之. あ~ら

かに Luhロヨnn1永 Parsons B定。ちのである。しかし、その合析的な毒図一一これによ、て，

I:lann は r，規~ζT忌L\ し「当為，.J. )の固たE" iL.依的7忌神私的安1等間1デち之ミrId:t..ち， より目別魚

で‘時f字的伝箱根念、の複合へと解消~â 二E二， l)、い之 lス規取/寄与ミの Z 元芸誌を註急電話、の肉部で、切~

Luh・

10 

をの

9 
の玄つのR陪~~げ玉。



し‘ i 元主告に三a~ 二T ぜるこ'(.-一一乏遣民、9" 3 にγ 令"ß.t のであ五かI~， ぎた兄1¥の話だL

わレ(¥...:ti'l'¥.か( Luhmann (乃)iU室時に更比すのは 「子支flJIてJ.~坦定住民、掃の典型マ;;y; ~ 0 ~ ~I LId- . 

予支宵理主主1の主域打、ら苛討とほぬ除乏，ほと人と'd:'..しつくし之 I\~ とち、てよハo そこで‘ >tコ ~1 U1J ~IVユ，

つぎσ)aうに芭i示、フ:

('1)予習にÓ:~也守宅σ， 't-~I手 Luhmann の沼理出にお 1\ 之， i'長刀7 し之I\~<:-あちうか事今 一一

すく尽くとち， Hart の沼理写7ず活設芹 C乃分析に石 ，~であ 3 めと.回程F乏において。

(2) Luhmann は℃モかくとして，一取に.}z.の予期盟主るは.~t:.0) く色~ザ、ーム〉詩乏7定，~す3

をのであ3ワ7J、?

I宰令下宍t.生E去、 ζl二L ごの刃毛色.固ーの理f勧告年三17 の 2~霊園 lごあたき，む l え玉芝、 あちう。-7>

iき Luh::lar:n 17)71開花全国間取11¥..r.::o. s _ ~l;l 20 ~ ~問時巳法・垣和助a

i jあす;\"き夜間一一子f!F\è:乙をぬ取色系~llーーと理2きと E ミ子にしたこYこにな玉う'jJ'So

二れに>"4LごわH¥)1J¥f¥.[.:l:以下辛布5 フミf、のよう疋1三角E下すであ豆う:

l!) Luh泊 nn の涯の予頭理論);J.. Hart の涯のくち語げ、ーム〉拾三回ヨ型ミの，託主おT主民モを

「主えてい玉。 91忌わちー F.artの涯のぐ畠与三げーム>誌かぐ勺l社主し.誌思1¥す3のモこほぽ岡県の

~z..・想定間交の荊;，m~ 予ï.'Jn夜色(の?長引 )1二之、てきξ足しわけ z 二Y二 7入・ざさ~ c莞3砕~o

(之)しかし Luh:::!ann が突の F法主主主aにお 1¥て訪、d-/.r:: ， 予司によ ~ 5玄.. 'j:立廷の住民、短詩lci.

共列してい iJ， 1りす7ミわらー活・現手えを千四とその存亀系主1¥1亡よゥて基礎つ‘汁...r:う't.いう、

Luhr.1.9.nn の令平方南7三全国l孔時民 二rm.7三1¥ C~4-奇〉。

(3) ーむにほ・現主主豆町田支を1らえしようとすâ~泊 予専斑ぬモモつでくさ三ザーム〉持に

K雪ぢる二三IJ..でき芭い，予四哩桧山の回初l三， 告正負ヲ~t.工芸k理訴1についての担保主美的Tã

包折に白菜す3壱のであって く茎~7"-ム〉向に対9~ 理角的I主f更住日与えちえ忘 1 ¥号ので

あ 玉門広市〉ぺ

|林 Hart の、注のくちEZザーム〉毘 論向いては 寓爪 [1984a][198砧]芝さしあ壬リろ照

Lの ご之。

3 
Hart か~~0ì三理浮乏 Eどのよっ lご窓司、したかについては r涯のち長夜併問J ですでにのペで示、 1 ¥ 

7ミく」持、Ji¥.[198同])。本野さld.. Luhmann の遣の三間前詰~tA\引Lと回程長の ~玄・予見夜更えの吉己

主的、回乏モ己主ミす3二百こも 81"1らかにし£う。をの色め，わ¥f¥.わ札広 也 rtのi去のく茎琵げーム〉ちら

の主主品点と Luhmann の同誌の該当国間三'E.比較対照9~ 二 'CHJtみる。扇主主 l示細部に.'J>、 い

ては己ちろババミいちか¥'I¥'をみせるtのの 豆本的!こはほぼ区間の気隔を左1¥町ヲている。この平行間

1系1;;.悶歪かぐいすれTラ活Tと1:.;;たといっ回ーの予宅にかかわ ヨピ 1\ワ 事血による~XL(:，>モめた、。

二二て・ LuhmannとHartのあリう ペ"芝沼互問I去につ¥¥て目 乏えてみよう。

Luh::lann Iま. Hart に後告予をす否巴吋の'E'I'l::..して. ミE之三I、た三 Hart (乃同占え(巳Eこ之紅、Hart[19

61]) について，ナク『町りう互主l去にあ勺足。また事~fぎ. Luhmann I手ij'温完工念寺J の軌をに歩、1三

、てHart の PI玄ω東金・占にoE宣1して包い否。三以l手.Luhmannの 介Lた 1包片の注によヲて泊

ら;れき lLuhmar.n[1972=1977:93]，守;:Hき事4腎7め注(工事) )玖¥三の?目立，全能乙のJ，・ラ〉えかち琴

11 

えて. ざわめて 1トさな伝のさてあり Hart ^のき&乞 l志向手足長包広い。 Luhmann I手確かにHart

E禄んさ・い否決Hart からの動管庭げ系主 p~7j"，自与に永誌したこ乙lエ， L¥ちと.t; ，ゑ1¥'九 二肌に対して

Hartの注毘与は Luhmann の影t!lf'jxl!...ぴう三は孟か以前lてlf';:'t海ゴ¥tt1三。今下廷のごとlal¥ :J';mらす:

')7くとモ1君主在わMしわMしめ呂にβ、れミ Hartの間投ld-.， Luhmannの気ぬとl手控江のモのさ:ある .'l:乙之主乙

らn;so

「蕗抑怖に枯しめはすされーかわらず Lu山山hma…an…r
'Q1力7、f-=三ちにC伝主ヲて 1¥，否5点点‘に勺いてlは三ユ， いく孟リ fかλの毛之 1ρ正 Jあ込 Iり〉う~c> Cら》とつl阻忍こ Y之乙乏らHa長!ar吋、tt 

i 乞叩慎肘5初のM 、えわつ之引4主乱し1川1児と E限胤良弘人ち色， 凶…芝‘兎h札 h加山r吋t' ~之リみ机民肝問す計も枕えしo また日ふ乙つ

臥:h Lut山h防加l口印lma町r

lモ刊恩酌わ守わ〉 砧にHartに吋 II問恒しか与えていない とみ成。協 これまでa 削

!と毎i るの r~呈れ Hart '説E 乙司てさ T三þ.'， よi..ltσ7注五日)8 1こ淀江す ~L 1毛色17<芸当する.J

lう8ある。わさあ 3日け¥.1み Luhmann I手畏同時間制定~f'<.fitl 臥たいまま後の
! 湿の平田定詰E喧還したことに及~o
このように. Hartと Luhmann の閉!こrJ.. 言事実的 io-号J者}主眼王座2ヨるわl寸|之l志い力、闘い した

t1" 、 z わlIVOlldユ問ちのあ II/::: 'にHさゆヨ?た買え~I主主b とのてしd-う二乙 のなI¥J:フ. ~~フベ。

きさ、 あろう。きのうえさわ~rリフ~tUユ， 間ろの杭・拾のあ 1\ 1と ι . 以下に禾9" とえう〉忌広汽白河尺;問ç;; ~乏妥L

tl:'..9'二乙伊;'<!'さ至。

Hartのまを拾の甲山1J....， )レーJνの授Aι再す~:: '1こ .[.主らど〈・に， )レ-)レの夜色はくち語ザ'ーム〉の

詰百をめ=唱E5泊予 (positive)刷業租<:-あ五二Eこは すさに「法のき哉Tミ折持」客'(.i会1心、てあ、1¥た。を

こでまず Luhmann にI'J.二肌に匹故ずる)し-)レ照会主/A-め手か盃力、五 、問題とすぺいささあろう。

tち 3ん Luhmann にし之モわれわれと国不可し Jレール (Rege1雪ff，!rj)の醍色忘しに苦手す二Yこぼさ

さ7.il¥o{;:手tよ'2f工念的責丈司ヨ三活かあると二五 モを庁\J J予言1笑;a~~flr\の下にあ).る( Luhmann(1972 

=1977: 1]) ， ~註急ヤ之号ム 1ユ r 〆く台 J. þぐ1~-) 曹関見与さ石片Q予可日~'t子定冗二!t:!:'~。ーー ー 予言可花子

特散の屯ミ，行為の限定， l~‘をχc乃〉レーJレ署 l二J:ることモできる。~~註喜f立の/""l-， ~とI-f\. (=舌ヨ11: 

51岡部主〉炉、予閣の予回E均 売Jlす玉の に徒主づー モこいつ三とであ言。?/(Luhmann [1972= 1977 :り

]) ~たとえはゎ\J1..;hれの文代且で民一一ー柁えの面前きはまと・玄人だ‘ジてす旬7:>'12.ず玉付乏える

かし之 L\3 ように見せ I三n 札口 1手らÍèJ.ぃ . という畠昆に自閉め生活$功17Aあ ~o ;t> (Luhmann[l972= 

1977:52]) 4;:意眠時7玄問主主かf-ーーより団長却な予車種型!こ健作、づ「けら札・ をの予安点主主ゅよi亘剤三五

佳ラちからl@')teyキ由主圭キlr..す五品ふさ注目l't.Lて手主主主主凡ら l式¥ーーを=から芳三;;.S:~悶定1定苛
民一-1二1a3 0 >>(Luhr.lann[1972=1977:96]) <t.・ーー をのよう"Ql草創め:垣間条1与t支持tLさしf¥.てい

る壊色に，わはLわ1代j志、をの宣言引をつb ロフラムモ二呼ぶ二とにし去っ。~ (Luhmann[工972=1977;100]) 

d主主悟酌社序l弘一一主出的1こ見て積引な竹為のミ空刷之しと関わ>Iì-~ 0 ~ (Luhmann[1972=1977:202 

]) ーーしかし， 二れらは主 Eこして， )レー)し txち圧す"à U\ う程民的・畏旬母~実主砲出9~ 吉岡
であ誌か，あ~I\尽.直岡φJレール隈QE夜明しての持足であって Luhr日nn Iむ乏してこうし足TF"'z.

色E素材に古美泊E砥奨しようとはしていな\\~

Luhmann I立ちうまで ε芯く， わ肌わm_~回議にJ[..-)し内担金日宅再しさ\.\ミかとをL札 lユ，民間寺

田ちあ三去り tもし 3 、設同::1~八1、き対桑て‘ あ3。をじ万かわった Luhmann t刈夜間す~~宮迫:1ユ すち

にくり力、えしのパ、たよウに i予国-'~同三。後嗣E因と lZ の予閣は.詰個人の字詰坪芯~ I\:::ÉÍ)>~ミ1色

椛己、 l手あ ~T.凡社念的!忍定 I再によって育会内、こI 札たちのー一-)三と之尽:二慣習\'>.投貧乏や， 附酒Tにや一-
12 



であってほ取ら己1¥ 0 予間/d.. l:!: z.. 9ト的ι 少くとら法・理長守ト助主主，事!¥:.eなげれほ'g.らぬヘ

主 Luh:nann ほ子切に問 Lて予連こtif¥-~ :~唱をj" 11 aため. を¥.t¥1fl' 1~理主的志志望互の Fミ暗~ リ

: ~':Z~のモのであ z 二ヒ乏， ことわヲ之 1¥ミ。 Eき7巴 tLuhm.ann IJ.正面r，百万zのであ2.>7戸Lいわ

ゆ ;}I~担当的ら陪立lミ iZ:・毘粍乏l主択す吉社ゑ55白色為モ基礎つ‘付ミ位置にI"J.I三1¥0 ~ I~J盟

主喜的亙天主忌琶の Rr之ヒ Id. 、 J\..:.\担三I立 ~rn人 の f守初にづ1\ での相互きと L :Z，社会334りモ 島 ¥¥ 1t!l 

宅庭をモヲた埋設1に ~II ;乏し〉ミ J二クに見え三。 しかし， 芝の~ 1 L I\!.' m:~g!~ t子， f土乞嘗て回

じく 茎竜に宍守を反γ又守ムにつ¥\ ての走\~きだといフ ことかど更のかー こI 爪で 1 ¥ d ~;:t;> (Luhmann 

[1972=1977 :3与]) 芝日しゆえ'f度Id.， <<: \\わぼ高îï比念主的~J;;， á "Z二四時に有Î\I-.:.:J豆55的>>7互開

聖母舟に 、z ・忠良乏育会F\-す3~ r府知的」 メチ7 エ ;ミムþ~習を し をこに予顕在二「立呈づ・門 た

めであ玉。

予頓の夜s，を. hl1utヲ¥-!¥.の民信、から周聞にちえミし7立おしておl寸ぽ¥Jでのよう E七あろう一一予!miこは.

皇自の現役の市~/て主主主ずる， 島P市ゆCloc呈1)7忌事主8あヲマ害事実の妻階、民E三当三誌に民江ヲ之をの

芭i実L主室皇に与え3て 二こさ‘?肉亘斗じ¥¥うの「手，予習の守悉ξ，をの奇怪の外屯的白2草寺ゆかちー

取 にうかか 1\しき=とか で~ 5-¥¥害事実をさ Oo (ぁd.l¥fd...尽広l司じ二℃たが三千羽め取全:1乙 弓1る

の決l安 司百t 色合ト巴ゆる話予fにほ7売しつぐてるいこ之を . 色左すð.~) ::予閉すE当の現耳にとヲマIcl.

皇らめ予叩尽 自ら O'I ii包険オミ外砂R.f~宝かちゴt，r，mll. 尽く理戸ミし :z~，り.をごと「内面jC巴m，<T.〆" 、

j 1¥力、s;.，豆電E実見ささちい乙7t之ろかeしれ&1¥0 しかし をのよう 7喜下GJJ'f= を，~のちの今ß"E

知支ヴ 3雪、え に けlZlム雲わと広三二ヒめで迂后 1¥ ;;のごみリ.萌7ち 「向亘..J1dJ7) Z~ .3 0 

'林 「居1T'i.J之 f示 「主的・J 孟 冬て卒。主宰I1孟(collectivity)あ3¥¥ I"J-主麿1(Sp丑ce)、との片

照に示、付与すf{色でlYl.....2..告白雪:1-¥'4.の垣頭、に問与<Ja亭之さあ三二乙 c¥¥う。 ごの，島問/全

J"n，' Clocality/g10il'3，lity)む のJ~r，行為的 ttopo1ogic丑1) 前夜色対応 Durkhei思酌忠良君

主~;(の Foucau1t 品=í&令~f'ë:l導的Tà天国でサある o

・榊このよフに司5;乙zのさら1¥と Luhmann のミヨによ~ r-{~矢的予開」のo)!込瓜F-\11た1三 1 ¥" 

Luh !:1ann の民誌の 7計三的"Q~去三1't竺 IJ.， このよっ 1二吉江之札7三平市O)TI';ど与が.)しー)レ t五d1¥ 1む玄 ・

ま1事をとど・のよう におJ訟<;1:;;力、モ末を?と した 主主 lこあ~ ~

、

さて， ここまさで、 Luhmann の高品にチ、- 門 ミ予て司乙Jし-)レ C年旦11) の問問を国斧~ しtので. つミf、

lこわ11叩 U1I"d.. Luhmannの遣の予明理詰TJ('. 出rt の?玄~~による〔注目争) )レール (1二εTこづ.くrr'‘

ーム〉の包ずf<百芝之i-llぞれ国王 Jわけでいる かにフ¥，之主-7-J，~ してみ 3 0

ます烹止に.主語ゲームヒJレールの7畏色につ 1¥て。 ち詰げ‘ームにつ¥¥て11-.1eえ色めι}主賓よ 、 Luh-

rr:ann I 二/ó-J玄色白f三ち~臥ご尽くて当ポであ玉。 下ざか，あえ之更しごみ五と.すき に紹介した~ r民間

話ヲムプ η 二君、ムヌ>-7夫、を'I¥.にあたd.之さb之言 ごYこかわかる。 〈この夜走1"&._.ーあらゆる活形同ーにと

ヲ z.;己主なを:ミh ・恒常的 E弘前足祭)~色乏啄 }~乙 ζεに，とれを干活P\'する足立乞色味してい ~o '(: 

.f¥.1ユ 馬台自由今:;z'::'/スヰLiにのみ戸r""fiめをの あ~ 11/;;'1 J、民国f二あ・l寸3ア工イス ・ツャ ・フ工 〈スの7弓

豆句弘~1:L 1二(7)フ f. "<..h れ;í éのでは広く，高lミ1て花見 f主役代のた金、 l之ホ 1 ，てモ芦illミミれな1)札「よなら

存1\モ のさあ玉。~ (Luhnann[1972=1977:35]) このメ T7ニ之・ムlま，をの内主将にー湿の予笠貝Ef\.:.Jl~占

す2> 1こ回!8t:...注・セ訂えを形号するく三 ζε でさ~)セのであ，)， わ1I\.わqしの F主将によれ)~'. Har1: 

の三理品にあ‘円三(1.)叉) )レ ーJレ (1二 r 'Cづ、 くゲーム)1=相当J~lラのであ 5 。

予四11-. l担宮里町促 k;.~ iLf砂当三毘事支7与と・ではなく， fi疋主主的尽肉面の茅えであ5か・、) -の メ17ニ

でムに今入9~ ろ忌p.，・、めいめいにi主行す~ tのであ言。ひで二つひ℃つ の予閣を， ¥1まピ-z、主]こた乙
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えるモこ"9吋\. JJ:'，こ のメ 11 ご之ム、 あ~ (\依，ルー Jレ(にるとつ・〈ゲーム ) 1iJ... e' -;z，.ε室ぐ糸口たと

えらは¥..Jうぐ く回三>)。

予主R理論の主張からすはtr.t'， crr~ t率三しての〉予

期芝. )レー)レ 仁にt;Lづ‘くゲ ーム)，(JJ.. 互?安的と

おら止し31志すいであ玉。安i-Jf...Luhmann /;;'1でのよう

にのん、 五<<:~何1\ 八の高白によヲ 2. 予w\へのね白

「三1!=~にIádo ;;今4之さ買qのおかげ‘さ，心d，':2汎lご

言及す玄童l手間走"Z行 Thし1三めきあリ a をの予言R

乙事ミ曜との食1¥主 l'Id.白ヲラめ閉さラ た予取にさは尽

く?で芭め問主司た行 為に崎竜~ìtにう 3 _ ~ 1\ う育~更

て JレーJレ仁にεEニヴ・〈 げ」ム〉

く図3>

子四

|亡立つことか"さ き33ケ(Luhmann[1972=工977:仙]) このよう芯)レール 〈琴引〉と予四との互陵l包の

t と否/cr.~人 I 'ð-. Jレールのあ3ゆ之に情L完的 〉予明tだます凋三、と色じ‘三::-"l:こそ ，また 予羽のゆ之

1-= Iレー}レが注予 3. と 1ちど 3 二乙モ-a':r ~Zあ z ぅ。しかし すぐにつづ・ 1すぎ、《を7実a住民と汽守1

1二お 1¥之l"d 現実的かっ冥1討?に予i.tF¥T忌J1し予閉め予血E!:!:しく予相 Lう三時ちにfユ ':2し之 をのCR.

っち， ん/J. ‘ゥbにあのよう尽2主IJlIE窓H更す三 ことfス・ さ そ:l:~完〉、とめ八. ~ Luhmann r&. レーJレの立

色に実徳的伝予!if¥.εみて Tこるのであ言。

っさ"に)レール一服/社全ルー Jν/法的 Jレー)'v，あ ~ t\1ミ， ち詰げーム一気/宇之さミ )'y- )vr二乞モヴ.

〈ゲーム/iZ.的 )レール ヒモ'[ブ‘くザーム、の対比l之勺f¥てみとみぷ勺。

Luhmann I~ . Hart のとAの村民|二匹敵す三住e， <t対I堤被的な予思麿J//~問実>>/I<.ìZ..芳、

の2ろ¥1芭、にひいているよう さ:ある o <<:話1担~主的子写l屠コ~/J.， <<電央>J入札 与つ の yι )レ勺マー)レピふ

ヲ之翠0;11~ \I\..~ tJ:' (Luhoann [工972=1977:54])、 をの申 込副長精子則正 〈平閉め認知的署署員と司史的

雲誌とか，' "+司令の改交ーを志しているこ乙にちJ~ ~ (Luhoann[1972=1977:53f)J。 二の 《用下河内?

で《罷下層の行開予期~ぴ，人周酌 -ttまabFT行〉の茎色乏 な守之色;笠づけら ~rlZl ¥ ~ ごと 1;]. をこが

らのさ限f7¥....狂気」とみ怠こft.t¥.ミ(':I ¥;' Luhmann の吉己JL.に捕らかさ筋三。いつ庁うム，uhm3.nnI'J-. 

《法と は.f::t.毛ミヤス 〒ムの 、理長島T.品作計7平等lの宝合的 ーおむ~I二 11ミ-i!Z.1'I\I';;;荏えきあ~， t.主主予すミア

(Luhmann [1972=1977: 1.17f】)との 、々て1¥る1J-;'， 二uは 《現冗》一一《抗茅実的にちを~~C :j，"/jU三作

争11予む¥5.>ーーとの質問:/ユごのようちあ 3うかす 〈完走>/:::あ「之l三 色白の現宇モ時平田尽契知白予

穿111'らR同時にヰ守主 しZl ，る 7:JI.'. う主仇ちはぷずしモ室会的きI;J..Tc主1¥" =\.!lに泊して <ζ?玄~に0;、 1\ て|互

~の笠宮十三ぴ埠局芝胤て\ ¥ ~。ここで、 ，三2 亀 1) め負?;:nミß-司集Q\あちて〉。 む《広三?にあI\~主f目立の

1宅局f:l¥'_ ‘ひとみ:、之のあい倍、C'宣告住芝確認でき;;$'、ず1芯わち'予聞の宣告!主主畳琵する兄1¥自 の三干ぷ芝

芝ぴ色転写~ ，と いう 急M-T三、之す仇cr-， .{沼》之 |エ Hartのいう 2>'l?1しーlνa:;~ ( ¥ I志 g町下電話主忌;ど

という二三に広三。 ぬぐま法》仁おけ 3亨唱の萱5出生Zユ二た人にJレースノ(カ栴亀だ℃主之ちlI'¥.a.ハミ!i:J.

ら1;):'，匂玄>>1手法的)し-)1.に担当す3ことに五三 め用金 ~~:;りと~理主主>> (詮念1¥.1ーIvー取〉

との官官IIT)\ '問~'l:こ芯3 うが‘ー Luhm3.nn rJ... ~ i玄》の宮治怠もζCにちidとの空母筏3・ーにj主主主をう l三がし-

H3.rt ~ニ事似の更帯主7f.... し之 1 ¥玉e いくよ小-(/1)の いすれにで~， 。史民>>の7反色白":;7ミ~~ r.:: .間空軍

1)':*号、3う。

Luhmann のように予四理詰によ?で iz..規子日頃a';ffi.時しようと9'3;咲きう (全域的=迄践的"8.)

《蝿長~ ，示ひとる.、と か司~である Yこ色~'~t めの与がから s，[，cp-'立は¥.a，iこいう口V¥υケをウ令。

二同市・《建:L~の L豆沼 \ ':1三位》さあ z。すfd..it)ち，ぐまE常生箔の予明。ぐすみ"3""泳三さ屯同地:庖乏帯び巳
工h



ちのであ3づりため. <<環買の1在宅!Iヨ三色p主守・3に至3。こうして，比乾邸宅子主 L之ゐD桂洞苛従なf;

3ε3cろ現有反射1J<'， h.~ヤス守ムに快含立札うミょう号一一し f三þ" ." て?玄乙 7江りう三ょっ号一一広

るかに安<弓在す3 二とにな~!>::> (Luh盟旦nn[1972=1977: 7工]) この、理毘のL豆あ¥1:o号らわず不辱

可仁《迂》く 4ど現!"f¥:>>) I"l... ìZ尚jレーJしが.;'~全ルーJレの部令気合で、ぁ á 't二 1 ¥うHartGうE色町五之‘

むとまず対たしよう。

「キ 《由民民信ヲ~cIJ ， <<現慌〉りの立五民、豆ヨ言さ‘あ z 関東的予明か‘~自の草寺士手(奇問〉力、ら事乏し

iて、全虫 ĉ不断1=旬かうべ‘フト Jし長三.三三えてよ¥\だ3う。~~き Luh:nann I本 .~ ちのよ

う志向主主 主害 l之主事史的尽e-のにす芝、予期烹ナT1::. t; 1ミ 1三 1\ 予耳R であるてか\また・~当!二fJ3Z. 0'

l手砕く1¥手札にして-t;i玄':EFそめ対lfミ唱 に"9乏・'1j.¥¥ ttiüモ及針であ~7J ζ.、 と tえくのは，暦\ ~芝1\ ~ ( 

L Luhmann[工972=1977:71]) である，と注意して ¥¥3。

《立は¥.~: \t\. c乃h念kJ... 一--1τ['，)H言~~的予四芝ち与さ ι ・ー・ー怠け\j'l(なちらない ρ をめた9\， ¥ ¥くつホ

の坦j¥i言阿tJ-.-たひどいにi計三三し あ三人の現実かたζ万人に之ゥて主主著乙 f立s、というこ乙 lユ全くさ~~主の

克雪之であ:50 ~ (Luhr:lann[1972=1977 :75]) ごのようた~予1詞坦互の子白方は， ‘哀悼の『守票モだ

めててEめま明ラ)¥..-，)レ茂周土の計責・ ~T豆弔す~ ='1二17<‘む 芝~-o

Hart ぱ.沼の罰則に閉して一五手電芝択す)¥..-)¥..-' Iご注目し， ごめ)しー)レξi/Vレールモこず3主

原的tl...JレーJレ(/¥民会として iZ?lf芸高乏坦帰した。こは1と巴守すきめは Luh!!:3.nn の、 <<Ig吾妻(Zu-

rechnl!ごさ )~ω:夜色ちあ三で〈三 \I\.. く=圭背竹ぢ7寸?\'之伐とし之 主主主会主爪三之\\う予言:引問主主ì'1.") I<!-

句干ミヒ代t1Jとの主主乏についてのり志望芝の一宅九にi芳かJミらた¥¥>>(Luh::lann[1972=1977 :65J)。こうし

た引号室~の理解によれほ. ~ ;れは 《定交》の:努三と こ31¥ r三~~ここそ51こ . 克弘ゴれ3二乙にむ三。

こ肌I;J:.苛耗， ~持云i\r;r. l つめ Jしールと乏えたHart のエ完全よジ ε . 丈 1言及拓烹Iこなヲ之 1\ る。〈

暗号~(手 生自がて人でにらしつ三そのをあ1..1-たをしれ1弐.({，J更粍》のS-:rと矛宮しな1¥ことを Luh-

m ロn IJ Ei.G・予?f司によって詑PF1!J3u <<予期の予由之 いうレペ‘Jしにお円玉事局iの3慌の手きかげで，一

気的Fc.<.I)手 !f t主 E主主爪~ 0 ~ (Luh回 nn[1972=1977:65])

円相苓ーわ 1二関芝 L之イマミレ防法♂尽かむ. L山コann I手 音色のリ唱にNlヲ~ H3.rtの論文

I (Hart[1951])にt;sfJ..して¥l五.

、

さζに.)し-)レの禄宣につ 1¥之1;1. 予期担拘IJ-~全のよう広史~し ε 勾えるで&;3 うか?

Hart (7)j夫会.誤詩lま、土史)}..-)レピ Q )史 lレーJレモの侶色と してをさ\~にされてい?と，わ \tlìtコ\l lはこ

れモ.E:三げ‘ームにf司王ーする畠詰ザーム ，すIJ-わち者主主五百ザーム Yこして理信しE (F'ち爪 f1984bJ)。

二I1lに均し乙. Luh;日 nn 1弐迭の~f亡の図式乏を買にたてて I ¥至。

法在ftの図ざを 法め抱員向尽~下長短 E 下殺さにしさ 1 \~-O・L そのIlr.lりでほ ?でめ抱設的広広の町

宍t:i'51 ら写~t主 ~L 二三瓜7三1\ 0 芝二言、Luh!:13.nn 1;):. ヤス干ム拾を干ミ問し}玄に下l'!.S7' -j';Rt::i'!!.:を忍

γス守ム の主ito， F-三めロコ. 3つめメ 11=つZム芝理主しEの(;'&ろった(t...p. 9)。 しカ、レ?去の予頭坦

誤1仁ピ司て史雲伝C乃は， -)レ ーjレの両会八む11、つ法の手毛主に工、l寸て. 予想のT!'立さにベ .~ 'Cのeょう怠理誌

を司主c::で 3t子、で、Z司王。 Luhmannf;色う~堤買を上位f史民|之よ、で主立つ"，寸 33諮設定均一--

~z:t~司ヒエラ lレヒーによミこの主廷す門の子てつに，わ\Ilわ吋uユ予閉の平均引ワ防相争8:廷に茎え

ブrtξ足占有三めでみミ。~ (Luhmann【1972=工977:58j)

単純~予明くの配91 )附JレーJレ(にモテt.ついくザームラ之亘事美的で、あ 弓たのだがら. )レ-)レグ7霞 会 B

しくIe'l-え Z詰ゲーム芝fit;疋:9三めにlユ 予羽回之の持政a間保lこ罰ら弓く之!ユ7三らな¥¥ 0 主」互の.予

串の〈唱え知的~立~、さ 5 仁 l三.~予顎の主間三市民、':pす~~亙吐/，>t Luhmann [1972=1977: 951)、

工ラ

金f志社全にお.'\\で.~活ヲ切だ〈一つの持勾11立予明百包℃して l耳、;:rリとザラ祐三れ/7~ょう)1こ7:í.~こ工

(Luhmann[1972=1977:1斗3Il、なとか-'2汁、である。

《ーー一一大 f工夫円五在土~の肯竜也あ‘よら:‘ 合 fに乙。~7.ï I~ぬける間同自ら切\ t引にの品在との聞の jf~主の

摺丈に対四す三方〉ためビ <<ì忌hKL 主主f年丘主ゐ1õ)~ミデ7 を毛;をえ乏主7ごすんき九え1\ らえる1会よ企
部内そ/之マム芝づち1足立てち二士:>:>(Luhmann[l972=1977 :88]) tJ;安静、l二主じたこて 1+.程芯条約に首告

さま三。をしてこの分~'(UJ.. くま竹町予国主治\ F包じする二 Yこの制定ít:.モこ 1\ ウ 7デ 1三ちをと~~二Eこで

の発展した?去のて/ス〒ム l二路ぢ泊。民主niミ7J.予言Rのタ fフ'0E e7三ζずであ古う。(f-:'I:こ之ぽ，<:毛利

宣c乃理較酌予!t-'1乏賢也酌に予閉するヲT台EJ住>>)o (Luhmann [工972=1977:89]) しかしたLから，二のよ

う忠実需の':EC' ~究極国 l:l.予明理主るの向幹1之さ以尽くー つ取に詫造住芝F自丈さtて Tコさまないラス干

ムのす!主Yこ{¥子i' 件包的E主宰巴に提しあてら J札で\\~ぷうて、 あ玉。

Hart (7)i玄理持においては，わ汎わ¥I¥.の理院巴.nれば， ごのようE、玄の足度IJ- ·程1t~'E付与す;-5)レ

ー〉いと，芝こからうみ定、 才 lれ~ ，部令げーム， I二弘ちぴfヂLれていた。=肌に匹~す三 L山:::ann の

誤神l手，つきのcl:うであ三一ーまマ債 1ëJ....霞矢島予国を実匂7あらしめるメ íT=つでムめ定全三百こし之.~

竹智7予明の期f{ic~尽sm.念定三え，二\1\.E {:主主主示 c>~ ~主主ミム主予志の宇多11毛主;を支えら
れう 3電尾芝末す積金〉であ玄、工す~ (Luh::1ann[l972=1977:76j) 0 4(奪三富~と 1& . 予習1る/行

幸11蓄のこ径おら狩主にニュートラ1ν1忌‘ ?言在的尽予閉吾=行為芭吉、あEわ門下三、から. a:::1にあ玄〉レー

)t.-~曹のþt立の定紋に 13-刀、広ら 7三\ ¥. )し-)しI望C内尽かき「ト 《弓八“ての宮市m互に叱jこYこ勺之;苔fr.D)に

芙f玉石毛す~~季三重でとちえ玉 o ~ (Luh:::ann1l972-， 1977:76]J つ1¥マ?定fユ. ぐまちu宝，~す~，草三2 '1二

して主坦され五人宅Fの矢田El~ð ~ (Luh:r.ann[1972=工977:86]) 二とによヲで， ~ょっヰ実 I 1 r t主定l

裏目」う争以隼111ミ fヒ自主尽き芸乏 é つように 1三 J . 之雪之 ~ø -f芯d[手と二¥tLTユ 吃R令げ、ーム・の

快江にと宅;.1ゑう予t閉め平方斗El<士、あ 3う。 しかしなぜ、〈憲三百 二歩の'11E固かし l立ちれ~めかfd- . 誌とぶれて

¥ ¥ 1三¥¥ 0 

Luh::剖 1n の理需によH¥.I去、.<t行告す7予τtrll3..具τ主的よ私 -'Q:の色合 、一定のラ。白うらムにF討や

坦夜〉‘一ーに民限つ、、けられう3~ (Luhmann(1972=1977 :98})、という。 以切?役割から百対的lこ

官立に《習弓1¥の這用条件tλ明主されて l';S j央会 lこ， ーーーをの軍司1¥'e. -;白色争ムモ呼ぶ'>> (L山 mann[

1972=1977: 100]). <<フb巳ケラム l'd ;主主 EE 7Tけ â~こモこそに子閉モ町7け~'l:こ いつニ塗めポ相n乙 t フで 1\

~ '>> 0 ごにいう <(70ロイFラムアlま G道民のTゴ与'によ..， ?~主 0' 1三宅戸ヲうザーム'の Jレー〉しt.・.問

視的之らヲ日の ，之理能してよいで‘あわ。忌かん代 、0 ロケラムに1'11....， ~1'号制.LELI'叶の

℃され'3>> (Luhmann[1972=1977: 100])というのであ1ft尽・¥そ川l三 6涯の%当'1き:..'E承認ーす~ ，汝

誌のルーjν'ζ百三T警の JレーJレι町田三唱i専と〉にほか反らた l¥. 

この上にたゥ 2. Luhmann'志 〈判費>><<手提">>~フbロケヲム》め街全己とし'2-実乏した湿の住

吉~c~主主す玉。~.領時三らと1'J-， ~予期の宅お7的有微に~3 芝芳担毘17l~買~ (Luhmann [1972 =工977:

113])、きある九 ~'fJ 1話、ーミ手評定一声ロクーラムと 1\ ヴ三つの )..77 ニズ・ムの待全は， 一民に1'1'なわ札之

l ¥ ~ ¥乏の定基のきえ)レヴ之-)レ EEF王し C ¥ ¥ ai ~ (Luhmann[1972=1977:工工ラ])0 二臥IJ:.. Hartの

3 つめ 2'/~)レーJレとそ;" 1>ZIν-)レE二2>Z)レ-)レとの結合の図司と乞， -i民免向には色写ミしTま¥¥I}Lれで、

も . 1也f包ar吋t ヤit:セの守言の践

本 《侍等刷11崎憶骨怠.ヲ》予l瓜志. (!あ元る〈埋軍粍モ ~Gの乃 1主足をhηγ‘'t住;主色ξ広思Y之こし ， 2 の安お7f t笠~症1去す3 ことを夜空雪之'9三。

し官、し. ~刑罰: ))1ま， 当リ L自Q f.~た《規投:2>で‘

工6



う~~去吉言語的!こちって主専いちと司足率的7a反:色を7也記てeJI.ょっ。

であ;i:

CLJ予望月|志.~.t全の T初、iこ示、 IT~ ある卸~Q'):互供きあ否。一一この限リ 0'干頭尽.島町時(local)

予期rJ..，っき、の 3つの契捷三もつ点、rx〆、>，1.1

庁つ¥tυ!J¥(Ucl:.二:r¥.

Luho.lann の52:楠C乃1ま

Hartのjレ-)レ1I拾の芝雪l三品点のひ乙つに，肉白下旬点/外的1rt;P.;のさ合T'あソ

芭龍ザームの，題平t-=干予主の立主世2こして理嬉し1三。ゴ1¥コにこの点"E.

fð.蒋者~C;: あり.たさミ1三多肢の予習1にぶつて主~1三ミ\(\.てい五二百二とß: áo

区)予定詞fo-.， ~j:釘~\二笠宮す三〔であろう〉苓ミについて Cろ、吹く紅花初】であ3 。ー一一予gJH::lJ'~'(

さあ否かち乏の限って-.. ζたζ 之子閉包~'t更に笠立する宅支であ玉 lこしてと〉茅え〈モし〈

しかしまE 予朋l手事i患の fぇ α司t!'~拘〉さ;ð司王からをの慣\) C'. ~争

"E， 

TJ、E手持守えでみよう。

Luh.1!ann の湿の予明理出1示その也君延命においで〆認目的予町/現実首長予萌乏o:-';iJ¥した。 二=で

すさ・に 内実ー苓全め 2主't主Jd.-. 院予、のうちにもz主題之しで℃リ二部f¥..1乙之ちう二℃灯、できる。

喜美的7与三毛の Y乙t't1't'酌1忌る Eのと1t.7:t-江さて玉三二いう色く科 1三.Jt"'WlC 1 1 3 ¥t>リえ)o-. ¥->め/J.ljれほ;・

〈

'd-.;:芝寺三 )C' Iきあ¥)えは1¥ρ

友乙主主p-nl妻否εな 110

(3) 予古賀 I J. . 予出す三毘t!..J:.リ t のちに注疋)~にきあ宝う〉茅雪量に周わ 3 、 末:;K~刃11f3~Q. キ五l
n.ら尽¥¥ 0 ">> (Luhmann [工972=1977:50]) 国民舟8.Bのl手，誌、己的なものと材立さt!:J:;れたのだ明、

~I.{\'自 f手 Id-予案内反 ε のきありつる刀、らであ ~o

的Í;J.-rn;.~f本5 あ 3 へ

(.1)へ(3)の詣突事実き全一む¥I.!.:ω;里程を有す三二とは，

、」
γ

λ周くをl三じめとす冨、あ ~i三fミめ恒的8:"1窒 E

'2U之たT毛色事¥)の ー主主的芯芭;完Eきあ三と してよ1¥e予あろう。

F鞘 (…山)であれ I¥勺 1間 L 予四IJ.、程齢、ら日時'位〈ー恥相むを苓か

IEi二乙爪司王。山ann 16. 二 ~I\. 左乏かかり巳閣によ~ iz.・ 'W..J例外為引見したの

|であ三。

亨駅盟結1;1.， 

Luh::Jann 

この詑i:D手

さて，

E!百!として，

11.. 

国的高圧にで勺之，

干支同瓜たきた立後t 室付すai急百合会食:ろ'MのひEこ今、なので:r:r.TJ.I¥o目的目丘は かゆき手羽左巳フ

て.r斐慌に片時ヲ 3以外に、五円三JJ二存いのであ三。予旬以 以間的T.t)~f支の.. :cゥ乙モ需主均

存権貧乏(のひLつ3さ晶玉、 Eこ毛之之示・1¥z.J; 110 しかるに 平明3豆油I"}. こ勾ょっ E主立向l三ととa

ら司:υ 予回左モフコさ をの会の往生1宅:lffiミE 詫E'Aしっくをつ.と(Jb';;;; 。

芝し凡芝蕗~の中{~に位歪ヴ・ lí~ o た 17小l二この予鮪にi主呂し，

Luh ' 1ann の:五の予割下宝誌とHart の;三のけがーム理治lèの照花開穴~Iス

Hartの;主戸gなに往時白t:r..i玄建JZ芝記i旦・ミ君主ー す3のL あミ二t: i~ の令ずf告と

ゆく ~'t-- Z肌と田空与の省主η芝モつ 、

十

1，手町7望的で?忌く，

~し之いベフ。

以 とみてきたょっに，

令l二塩1ちいちのざある。

Eこちえょっ。LuhI!!3.nn の予I1Jl理論そ;:;.nをも『てい 2ミと"9云 L，

体的及毛足f以にどと、、立ら抱.史詩内在的な同型性モモ7与えているこの 2 つの ~t.:為l工

でId.Fcトい，

予ffF\ 1三 ， でたらめた~t.めで沼なく 白 fでの予三戸と号表会均G- . 一喧しとそのでなけ小五色ら7忌 \¥ ，予

1号室買え忌 1-é-"F手一一色界一ーのE長江ととモに珂従ζ rd-. ~ 。 しかし，予想lユ亭向的E主主全性む

あ玉にEこむ(j;.~"b' ら.新ミ的な1ミ空会世一一主主著一一乏ととのð 三 Y乙 lぷでさ泡l じもし3主主売は子

子顕に不町置にF豆i￥す三 Parsonsマ Luhmann1J(雲えずいたよう巴芋在主l~'

ヨうさま元~'2こ~~ 1忌ζ 予町を判明したから Yこいヲ"2.

ていうことにはなら 1忌1¥ "二汎Jま，上涯の雫略 (02).(.3) 

新\'[符で‘ 見也さυuこ ， 間~~;おの広Jì-{芯世三fï'):!乙(戸ra11elism) にあ、いて，っき、のごLf?:'f11'¥らかと危っ

f-::o d..9弔ょに.予空間m.色11-，十うみに剤取礼町完全lこ>'玄・提策定記述す;;)'1泊 刊 芝 めめて吾 I¥ 

二可こ F.artrx主将のすえによっゃく主題目にとリあげた商会自1d.)レづレや霞主主ZL庁、ーム才でご足乏.

予思想f.i;，)手，浬終回引尽力、 さ左足し.か尽りの程慢さまで旦~3â 二芝附ちで三。事~l::.... しかし危t.・

ら.予事翌三角の主成、ε組去に見之11くと.予閣の存えさb芝肌島県に志としC:Luhmann 自宅ヰ爪色 Cて

いる。I うないみで，法・で~:ftを 6信行、，す3従171子A あるのかにつ いて一貫したli':Wa.W'存く，毘周に

見われる。

主Tみでは，ごめ宇，乏詰子、一一平!tr1t祈念・ 2関東を"fE$E¥'するか五かの度目ーーにつ117，主主芝d-

Eさ11きるみこんだき?芝封、手+ょう。ごこでは Luhmann のZ支持¥f:豆急うなれほひじつの相互であ玄.主主

点lユ をt芝t-~;zに、平明1主誌が:活・坦民主主令苛すミ科長丘みと して有三fミモめて:‘あ三7)' 2 b'，に

おかh 三。予三Ri雪持!こl三二こで，回路主主号沿・':E1主主主ミーぬt..Tち泣町喪主と してのを昧あ(¥ 1うV二められ

Z¥¥三。

を引を存TJ...予加の有してい 3'.fti予しη、し，君主主建夫lぷたしかに説明す/γ:!'tモj予"E.tラで 1¥2i . 

安11ユ

lエ ~之世主~芝〈ニ空の~芭>>1こ 3守1\てみてと、たわ門で‘あヲ「三1ヌL 危主連花

ひと v.‘とのちえ :亙の言Íï l乏 (=1示 じめの豆1た〉についてっせ、のよっにのべ‘玄 ~ 宅r~め前 1呈

尻、んやリ L色.守ftoiヲミ的存tのとして克汎る。芝Cろ市足主ヨりかさT更さLれたとのである二とI;} 電

さ札F:.~又τ、あ勺て 芝 L礼 Tでからこ を 二のIiIlT~二l，~実たi..é;のとされ 3o~ (Luhmann[1972=工977:48]

さきZげ』ーム誌の豆率的 li干ーでーーザームめ〉しー)レ~， ~O) ト1"-ムの阿部にあ、 11 て

そ2 \.t'-~óè返するとヌ11 0))ザーム l二ifI' I ¥て{eJ...じ、めて師向的とf三5一一ーに.まゴしく，可

三，1¥(乃許1立と，す・¥

とhら;札きのさあ三。

4 
予聞につきまEこうtt:事的怠問題で、ある。

たたちに安規三rtrに~h.. も我l半を僻E'F¥しえた、

に閤ì1L9~ 問題点~~玉。

二\.t\に討し之 ， f;っ'(..童てさ摂率的町~想段、 I'J.... ;!?礎的 J二区\l!õ~一一予明は.包畠の ~f守す 3

局間的及与実きあzのに実現::rれ三託金k現象の歌声ヰ尽 色怠三三閣の全域-にわた 3事境であ3。平互角

浬拾による屯・現宇~0地*鵠lエ，二の扇舟|主と全既1主とのギγν つ為2 最丈の f封神示国首Eこす三であ

うう。 二こで聞翠と彦三のI武主念(=空間の生時〉 にゐlする震摂負~脅下手L 色毛司f左仁=扇情3 にあ、

l寸王子明との..t@~á勺む吊高む性<!'‘ある o を二 z. n:> ¥.I1..iIJ肌lユ， Luh泊 ロn の涯の予閉I豆詩さときっかiH_

つぎの、広 .~m.0)雨具守主亘乏，徳マ主治に理主主しはITHl町ちら1ð1 ¥ 0 

]JU合えに主じ，

Id-， 

ちとござ、

5空中尽き!ミR!?5JLEを二貫主~l!実関~，
ムヱ塁E巴--J~i事教師事尽11ZLEZ 二支泉主主ぞは契克之主主Z

し之.

という乏u.~なとの予期τ虫色直・英置す主ことを亙C之法・理JlèO)姐ミt 託金干支序正夫地~::r吋'\.â 、
工8

予閉 (Erwartung) の珪ft:的 T三謬泊A設定tJ.. ・ ~のよう尽毛のであ言力、 lてつ 11 っき， 1;う
17 

ます、 J::J.C-~ r-:一



えは.也J急理読め定見誌の包括Fそと疋い.とみらU¥cC. ?。をの民知の登成l芯.社会与契約改マあ「た。

1互の予回理拍iJ.$(、す・しt.a践 的 ・意思白T事念めで l'J:.rc主1¥ r子顕」め税金l二差確E.Jう‘芝 ~E Luh-

::Iann の t黒色に広務貧乏主義芝常授す:;./まと・， 主主金主主的設のよっ写急理主毛色~1ま掻局、と l引かなからず島

た~t;切であ苫げれとも託金以前‘的広;国埠の lじ、的素111:t-、ら.下ヱ念現象cろ牧島左海径百与に草也し

ようと J~ Jt図にあ、 1\ 之. 4':'き~'6ヲ 1二 .1主的三乙二三 1J.. 1ち 1 ¥ 0 

?玄・坦宇之の略夜、区間にあ、 1¥で雫型的にあらわ11¥. .'Zいるふうに予間延L吉弘p.主弘しふう L~ 亘社全戸之

表的責序/;;J..よ玉の予知の詰2E高 c(1) "-(3) )乙|ミ!E'&片の毘l主主えし Z1 ¥三.す7与わち.

ω〉主土念毘生めた弓lえ詰包fまの;互やTの隼合理にあ、 1句、夏2L.され三一ー士切限1)三社J亭lユ 主

貞治 (globa1)7手取&Z:.、あっ.註1阻佐Id-ニの煮キのt乙につ7与さーとめられ21¥三二℃にむ三。
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顎亨~， '1:こいう予明に茎克~ï奇することにþ~. ~ (Luh:nann[1972=工977;127fJ) こうした百両Il，

迭に周わきわ収わ肌の低成的現実に玄『たく合抗したとので l志あ客。 L かし ， ~例理的支η "J;そまt

ひとひ ζの予閉めーさEの干ら星周伝芝桁F乏に Lて，侍.f..:.‘めて美加さきるIJ-~.であるのに Luhmann は

この点乏ぷ‘すし七持定し之いTd1 ¥0 二のようにあいま 1¥な色笠プl寸グ)~.\:勿哩的支77 '77照色E の 二しと

1 ¥ ð 乙こ3 巳 Luhmann のìZ: c乃予朗建協 P'. 迂・也民め砲夜、問題技~iEé'9に栴1更し之いほ 1\ ことの .

吉E主主d-t-I.二 TこTJ(むきょう。

ヨ乙ヨに， <<:行!I71予顕の完11定化 (Instituticnalizierung)>>1ミ閉9'a， Luhmann の誌拾をあょう。

《開反夜肘~の〈笥安 J? や《予'!fFI沼互のラ手喧》 一一く旦ワ 〉の図L\におけミ~， a11え.--E， P'lrsons 

とl手契なっ 《全く:豆常のF!宗<:~であ三と乏之~ Luh ~:; 3. nn ち，'i. こに J三一室め 4t許宮下長7ミコ~ j}，' (v，三の

l手当~、.è::ヲる。 この《許g取lミコPの杭国内で，理Fモ由子主F\ t:;; ~主をT， 的存σ予言:3， ~て")' ~ をの宍回 Zこは

くま家三亨lf7'.'t っと芭定立しI\..~ 予閉め予顎によ、て支えられつ玉吉良."，.であ~. ~l ウ.

ここて、 Luhrnann か二平田す三右と行Ì11すミる Yこひら広三<< =TIi'i:"T' )ν ~モ IJ.7J:.札. 4:iI雫乏ちえtミ

す3司貧乏'性のある守三三蚤》芝主歳二ri!.之¥¥aことは，うきf乏詩的にみで， 芝めめて主主きであ三<主宰三

者~と IJ... 胃安に予閉し符恥し之 1 ¥ aわnc，' I;J. 7忌I¥i?-'. <<域合にとl::， Z(.長~予!F1し行為ëfà~ 貨に

予顕し付帯ァするひYこひご ζめ〈予顎の1て平>>にあらヰ7\.11.~芭.号あ三。《一つのfj.色、ス〒ムに関与 Q

~吾|ユ，幸三階よ右の三つのR提(=平却す 3 こて Eこ竹島す五二 Yこ L 奪三百在日ち 3 二 ζ: 注〉す八.、て主

周匹に宅たし之 1¥玉。>>(Luhrnann [工972=工977:76f】) たしかにこはLlJ-.104 しわ取の君主主主白崎~恥ぎlミ

あ玉。しかし，涯の予朗建持においと Luhロann I手1¥ 7フ、T;J.三位琶Lつ叫 l寸Z 二'1¥乏詰寸三のず?

《湾三言::?と t J，.. 理実め予明言・ 1守鳥i言で l志忌ぐ . 可能的、潜在的F.J..予憩亘・行為蚤にち芝‘~I\ 0 

〈第三百~/~要性的に判定るさ玉事後を有三思1\ 0τ字社寺士ミC乃事件モ有 9~弓手丘の包金主宍貰ちあ ~o <t 

事三首》のT豆電の会佐!こ及、"之/J..干支1'1"1こ竹島の加わ17¥布杭寸札う'ao ゴ乏にく国ワ>にTF-.したよう

に 況の予~建拾の実証主義、色合な宿0. 1三黒，1"1'的忠君:Hさを万全局えた人毛主め予到の英会的民ありつ~1jち

接持を広言をさ¥!:r.:ニ，モしたここに く奪三も ~O)ぷう rd-. f長室の往生bA-電左丈萱に 左京コt工Z. ?'1:全史

家Lめ花序の形舟互持じよう乙す!>F.!.-ら〆当初玄の予知理簡を支え之 1¥た二3"iZ.両島由庄工暑の沼田l立，

7三唱ビ段孟し之しまう二百二にな三。 ~I募三百コ歩的~)'、のTヱう五ひとつ号，とめよう己注生理担の夜毎さ

あ三う之、主i弘できてしまうさお宝うからへ

「本 《第三重》之 1¥ 'j:{長丘、きミ足βごい門芯l¥，乙ここでのパ‘之いるのぞ1:王怠IIDを1-t¥.Jユ わ ~l\.n i(¥. 

!のた工念的提去三の碕J実需で、 あ三。百理事~td--，をli¥.77i'. i約千乏であ三捜唯広平田の予歪周係の広かから

|と?のよう に干更生してくd-が'WM禾ゴ汎であ、ちす， をはqヨi互の字国理協の英吉団長主主色且と待号室す

I ;;，. '(. 1 ¥ウニ '[.1与の己・<ts;;， o 

くま家三車 >>Lは 〈垣持~)予患と行為と11:‘往復肱?ものí;s..かさ調泊'9三二 Yこを11=:.す， E是微邸tミ毎年

<:-tþ)~。乏し札!手 )\..-)ν のà;-主芝」長捗えす孟奥毎号i:; 3ろ ~o Luhmannかど〈繁三吉::>?E尋)<..1!:.を‘ df.え

尽く尽ゥ任とさ.守主「ユ. Hart の?去のげtーム@.jlIoヘ問ヘe:， ~ë:'に一歩左Zもまt1三、してい玉，と #d こ
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とか~ c‘きょう o ~Ælr言'l lPl ~第三重TK・不同廷で、あ lL 亙 ßc'‘あリ.漫!\リ rJ<‘たく . また問、二乙.".'ささ主主

い f弓伝己、あ 3 からこを，判定め f5理セと周笥性IJ-保障さ肌~.をの豆E更は，格言互の家三吾fl;.刷J混と l主

要1:i..，た予聞を嬰f家的に毛つためのJlt文・かりを 万八、‘で l手すしてしまうこY二にちず a.~ (Luhmann【

工972=1977:82])

事4に注目さ¥A¥..aO)t:;i.，.(主主IJ1;..>>であao ~邑 U-f... l手，ラ定lj.情、犠可1ít't生 E、雇l口駒に苛通牙計三l注

しかたで符5万三注目モ安た亨">>0 ~二め主~.矢6 1玄，平年の?景色 t=I~ fヒノえの予邸主現実的・主話

的に平明す 5 二 ζ. す 7忌わち 1て人の包段c~丈包略す玉三之左 ε 下雲隠らしめ 3めであジ ーーー芝ロ主力、

ら豆!~八 Eこ L立主乏たと‘勺で三容を宣ぷ二℃モ司耳Eにす玉。 ~(Luh~~nn[1972=1977:93f]) ~童日本>>Q

ごのcl:うに. 予閣を侍的弓ミ f 守'τ オムのようむでのであリ.予聞の租邑作用の諜~，め一角をか

たちづ‘<S う。ごのくをE末~~~;乙三ことを Luhl!lann の迭の亨明理論lユ， 't.'れのように匂℃す玉が

ヲ

~主!r-p>め契型 lま，こと IJ:' であ手。《茎E王~T克、. よ述めようなら聞主E邸主 E主流主性..~有~~ため

に!斗 二乙/;J.:ーのぶつに長時f亡さLlì..，隠す1マにさりし3~、零/7-"あ ~L <まきて>>IJ-，立のような 6闘争~4的G.

時百十室、巳3::'1こにJ勺で。 事fまと考書fヨととを. した β'.， e予事!と予笠岡之を .l平7干す三二 'Lかさ‘を 3の

で忘る。 LT7、互にこうした略式性巳;$<<き呪))1三 d'>a&紅色買えの1';(1干， Iて I~主力、nら広， ¥。予姐

l'r:#lの実証め志呂田IJ-， 二¥.Il~ く沼電TJ，.)子明から有害加に~ill.す ~Iユ?で島 、た。上l!b..0)ふうに

く三主 il1..~乏-4入するこて Ið-，二のill1図芝花創立てと三二とに 7手 3 ヘ モしe，<<窒3叉J? あ ~ \\Id '間島

色的g:，汚弐在'~首H主に住持12. 1みじめ玉の ξ あれ 1;):' . '2-仇はむし豆、<き詰げtーム>持の了フゐロ一三T

(.;p、ミL.

本をちろ人. {>.. ~こ ú.“と内あ l' 尼‘に 4どきR3沙思 1\ し二之江切疏;F.i'/主のふう Eモの左1友定 Lc J:.'‘¥¥ 
で， をめとで. )2，・坦5えのようたl...よ 1) 吏層的官主主主念現雪之の衣芹 O)~，主主当訂正しよう， と事 3

1奇想でありう玉。このメミち 法0)宇田定出txIa-じめヒ南っ之いたよっLi.，'fijぬロう'lii丞為的自任

|主主示のE色1¥1三 国当官，;吾に1きつ しか ε 都令官ちで~Tð ってしまう。

kX.ょの~:>に LuhmaIln Jd: . 予顎毘持によ三法・理民的形時問題El互えし~')7\-与 ， 詰セの予閉め

司互作用。社廷の毛墜に慢し乙色らの事níE的色図と結びつか忌1\ ょう/d:.，あ~ Ll 日自らグ}堤証借金三

国巴;~~守9':与ょうt3;.，詰存注に習3 うと L て I ¥三。もし 3 くち詰「ーム〉と)しーJしの1夜色c..，部省l

入L 之は i訴事河町命的~徒芝到主し之 t ¥ a. 'zこちう川、さか~しれ定~I\て

l林 L山 mannI手 p呈rsons めを去、論乏町制し 2， <ζ貯1じ忌とこ3，(きあい手)，早急 l 、さを ô~(:こ

I 1 \?Jマ-'1 シコき φ 支障の栴I~之1> (Luhm3.nn[1972=1977: 30]) たと‘と色っ之1¥.3が二 Luhmann 

l白星ヰモ二IAlと歪十歩白半さ弓ろ二 ζE. ここさ同孟し之お<.

わ札わuしId-. すで‘ に p.l斗~' ， )¥..ールモこく莫色的志〉予明とtx'IH後自主(，ぁd二と "2.(1)1でて耳元・1¥1三。

てとうさ、ぁs乙cH札Q¥ <図ワ〉にふ‘ l寸~ .予支J(C乃百 亘i'FF執・ ε1∞%'ZDC.しZしd.モコモの二z... )レー

)レl二尽かÍëJ.らと与い ρ 千!Y'\ l布田E相1与~ét望角ヰ~~， t、CC三子今と;;1'穿く之曳主宿主主I;}.• ζ乏し之そし

かする之、屯-<1¥.:itlユ、))し-)レに注目Q~いこ℃であ三唱《達三名的色f守新鮪畠)二よ~ c..豆島めな色

|手真往的な子商工予~~二めずみら;h ~E童話にの尽、てど喜二と f手金〈不必君 ζíJ.. 3~ ::ι事行tt>椋色1手，

臭{拍ヲ忌予期め執色ヒ?でわ喜一種0)札明白'拍き号とL. 2終員四 3. 違引八の志巾にJ.ゥ C ，干明への~，

fr]g.不零になる。>>(Luhm3.nn[1972=1977:叫]) 予期め内亙と祖互関係乏確定す三 F三夕、に、ルーλ/

m・94呈ろあり.をの;追 l<rなホち， )しー)レ乏確定eJ~ rとめに. 千却がうた零であ 3の〕さは1J-1¥ .とす
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J，l1.配 Luhmann の?互の予を1理論巳 Hart 況の法めげ‘ーム理詰0)栃1<子，虫垣王子主[毒広くされ三めざ、

1 また~\ ¥巳、3っか。

ヨド

本野ここまちのえ較によヲ乙 Luhmann の田沼ti1江主主占にあ、円.3i玄の予朗理主島町.17\'‘刃7 し之，\~
とlふ色l何ltl¥二可こをみた。

三仇さは. Luh国annの守::a:mの南.困1ユ簡であ 3う力、? をれ0:..t!i.P:たまたま主協にミヌを官した

F芝、 1) で，噴哨~J宝悼芳えであ\.I\.~.カヴ?ーでき 3性質の乞のか '2¥1'1..'1:こら， モヲヒ筒1カma:的'FJ.7莞Eに

そ己とづくのか?

わし札わレf\ r~，原因を Luhrnann (J)涯の予暫定論めまE5日もむ:由図をlÆ\..白径の尽力、に;r~ðうる二とがで

き三乙思/0 Luhuann の百三間 Lた湿の予期理路ホら、回詰&..n.. '('1~J烹為の tむ写モ乙リ降、いてい勺之

モ，をの当刊の実証豆勺2三図モ貫吊てt9'る二乙|ユ窯理であ do そ¥.1¥.1ユ.1耳ミの理拾のwリ乏の ゆえであ Z。

F法空之念写，!J<:， Luhmann ix、予明理t~E吃えす 3 ためにhてた言[1?R:エヰミ l手. 2づあフたーーひ

とつ 1(，-.羊拭、1'J:.予事に加え之ー予閣の予四，平顎の予明の予期，ー一 .i:二iいたー還の予頓の反財Z主主

に蓋BF:..しR ことであリ. とうひ乙つ IJ.. す/でての予閉E 認知的予閉/堤粍的子胆に区兄1¥した三 ζで、

あゥた。訴12きーす不わぢ予穿1の反射を乏志す々さであ;;;'1こ 1¥うrsl怠l手 手玉ごと 1=当然:の二乙である。

を爪に河して.復古 す~わち認町的予明/堤予泊勺予担の巴ヌ1川正当7じさ、乏るかむつゥ、につ\ ¥之1三.

ここで あら ためで. 予告釘して示、<フ117'-・d:1 ¥ 0 

ltJ ¥fVi.)1A L(d:..現見的予期、なる夜急 l三P>.-11し広"のではf忌¥¥P"， 之1¥フ*'$酌足まも乏宣する。

ます:・ 6予iifl'の可及急そのちの tJ:. 望号令η、仮設的芯ちのであ玉。を川lユ.予司理科の空註烏忘巴旦

の7;;.17、で，用?えとしての色宣を与えらI{lているのきあゥで. '2爪白頭f夫抱政的広三わえととのclった王女才

点!E-bっかモた7ミ11かは，ニ実的ざ'ある。

4詞匂的平司/電寝的予四'の巴ヨ11は， さらにf時三的きあ ~ø 二の 2つの子望月Iユ ìz ・現寵の形成、

信障にとり〈こむ Luhmann にようで. J霊訪の訴えの位置にJi:t>'1凡たそのぎ、あ 3~ '~毛主"美的手'!tEl' t立。

この Luhrnann の昆の亨明誌協の肉513で・，法・呪JR.EiR得れに著ぬしあ、あ、t五二乙l亡よ，之，をのTE

在E保つなすのtのきある。 ‘司畏的手自ラにほ，扇町t~ 凶Lた竜民的ミ::~t主ーを 7三わ司之あ・リ モul

恕正予閉め祖互作用E主主じて、~・哲乏.~八 Y二倍野9'~に L I たる!手~.て、あ 句史。し刀、し . わ \1νηII しの堤釘

に..I11t.1，;;t'， Luhmann の者市iElJ:t;tI)かして1¥1-ス¥¥0 しかt，:::汎lミ卑に 論理色決の上主の平寺脅‘にと

て:‘季五'u芯毛主乙ら孔志!¥， ‘理責酌子互j3，'7j.. ~夜色zx . 3と壱乏でZ ラr 7盈しており ー 可E251豆E工主主主ねので:

lエG.l¥か. 'iこまで註うヘd さであろう。

E
間主主的ミ干閉'成金，01];;宝、立 lユ.さしあたり， 誌図的予夏目/現元労b予頭.の明1(1ゴ却もし之l守・ Tを

=否 ， ごの~J，I，に勺 l' 之，}5之てJi..s.. ? ， 

龍也酌予明/環良酌予自の巴玄IIf永・包険的にId-. ¥ ¥っさ毛市てらttL31ぷミ?であ3..'Lcろ点色 1古l廷
とT~ 勺之 l ¥ 3.のl二エ . 主念的タ足~乙 l Zの‘堤粍'β 侍立 l'Z! ¥ a二t..(!あもひととどと I;;J.明5ピモ

従事乏し ~U'しに主ゴ応す三 lじ的住豆長乏ちつþ\ 理先的平田ちをのひ乙っさあっ Z~ lI o L.入乙Cイとほ，二

の‘現託、 E>h門モつ取り l二o')'I¥Z. 'eのご乙 E ' ;現舟~ I亡予由'したりす ð = 'L炉、で守 a. 、乞の1去

を与 f度民括支払がらさ1;;i'1ま"をふ5うp.，'.ごの予車の坑事与さ主性r.L 'cとをたた・て!去、_l入て6ごとの匙誌の

fiRffi 2' 日‘也事いに白書ミヲ三。一一ごの，￡長のi~場，にお‘ 11 ;UJ... 事集の冥土俵回Id... すでに苔

言師ゐEミ理主としての6-在E えてい三吋雲L~. にあ D. ひ之ぴ '(1芯を臥に舛L之友片己す:a。き忍也的予明

/坦粍的予期、に閉し之 Luhmann の与えた苓t~1í争な~/l I:.s.こつした反応 E 攻作的に詰昔、~I! したモの
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にほかi;g..，ら尽 ¥¥0

Luhr日 nnI京簡の法の予顎理協に，二のiZの抱験掃の与えろ阪急的芯区完1¥1:転用1)"3，。予茸活訴

はすで・にくりか芝しの1'¥‘たように程!I1i.予知主主で、あ1LG慢jiz'の存在芝11、ソコに入札.JlA.誌の崎結乙

してi彰歪芝!日、 3うモこいう乞のであし=の、法・更更の地域、風宣之t}..玄の鮭刻みと .実証三f高三uズ

お訊 ~6、あ ') . a.たlユ3ずに困τさであ 30 ‘租哀'のJ..う江金用、約 E主主主金む支のち丘さ三担当ミす~色

ら，をのi宅問f有名思問に一夜に (uniformly) ~，ズこと Id:~弘l二毛えらけ\.ál寸J1\.'1:::' t; ，名居1析におゴさ

た夜色がち . く当~l.t1.らめー官じ\~ι2三とくに f長ミ'9 á こ之芯く) .記事ミ'のようfd..金所拘t江主主主彰夫~~

2iす五二ては，三 ε1民主ゑQ、 広 IL あ~.， :!え.視軍主的予明か.:a;:当巴白TS刀、の現時台夏時E乙色ん

をい ð'P'と・勺力、も，rB.噴きあ~。

~ぢ・\ 主さ也的守明/坦見的子互角、 Zこいつ巴宮1\1三， 手羽モ言~f.玉的に7)現抱月"す~'t:;のでは7主\ ¥ .予国

l本，す八・‘之匂えひcモゥ εあろのと田Ff<.¥工事そ時fヒのf1三閉をとと伝う。予言問立ll'¥.;主， j司tコ、.IJ..宇土念的

にt¥立したすT守ゴ.リーでありー予明fスヤトれたがら乙 1¥、での η〒ゴリーまきちか放1えて[I-i¥.三二℃
1 1-. 1ユlυ このいh で仏亨ペ噛での予期折、理及的予研であ~， ~こち 1 \う ~o

Yz U~1二モ1)、方、わらす二誌記的平明/現疑的平明‘ Yこ 1\ ワ Luh:tann σ1 巴づ与を.予朗建持の己t5に位

置ブハょうと弓れrJ:.'. 予顎じろうち，法・司夜色とょに問主事 3くニとに臥三〉きB令たさl寸左. ‘噴気白色予

明'とぷ品工とに<j'~ L から" o 定、fア‘こlIlIみ法の向型毛提1ヘめi主乞と、りさあリ 匙ぐす三 ζ lE.任実演、1玄

1二時三・a.f-. iZ.... 1:色気モ包帯し足J:.I¥否定1'"，1子下すと移 lt¥.民 ・現実員同和， E '(."のように民主義す
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